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 　  コスタイルカフェとは、北九州市民、特に若者の環境に対する意識を高めるために 5 年前に発足したプロジェクトです。主な活動となっているエコライフ
ステージでのブース出展の他、毎年 12 月に東京で行われている『エココン』に出場したり、大学の講義で授業を行ったりするなど、様々な場面で「エコライフ」
の提案をしています。

地産地消で水を守るっちゃ

エ

　

　10 月 10 日(土)・11 日(日)に行われたエコライフステー

ジに、421Lab. のエコスタイルカフェ ( 以下エコカフェ )

がブース出展を行いました。エコライフステージは西日

本最大級の環境イベントで、行政や企業、NPO 団体だけ

でなく中学生・高校生もブース出展を行い、様々な視点

からエコ活動を広めるイベントです。

　エコカフェでは、北九州の水や地産地消について知っ

てほしいとの思いから「北九州の水の誇り ~ 知らないか

らの脱出」という今年のエコライフステージのイベント

テーマを元に、ブースを 4つに分けて出展をしました。

　1 つ目と２つ目のブースでは、世界の水道普及率と北九

州独自の水の技術を知ることができ、3 つ目では水道水と

ミネラルウォーターの飲み比べが出来ます。4 つ目は自然

環境を守るための「地産地消」について知ることが出来

る内容となっていました。 

　エコカフェブースへの来場者数は ２日間で 300 人を超

え、小さな子どもから若者、ご年配の方まで様々な方に

来ていただきました。それぞれのブースで学ぶことので

きる知識に来場者の方は驚きの声を挙げていたり、「北九

州に長年住んでいるけど飲み比べはわからなかった」と

か「学生さんが一生懸命取り組んでいる姿を見て、北九

州のことについてもっと知ろうと思った」などの感想を

聞いたりすることができました。

　リーダーの壱岐さん ( 経済学部・2 年 ) は「水道水の販

売場所を来場者に聞かれるなど、北九州の水や地産地消

について知ってもらうだけでなく、行動を起こしてもら

えるきっかけを作ることが出来たと思う。また私自身、

北九州について学ぶことができ、自分から出来ることを

考えてみるきっかけにもなった」と語ってくれました。

（記者：佐藤）

『information』では 1日単位からの地域活動を紹介します。

北九州市立大学　地域共生教育センター（421Lab.）
 〒802-8557    

北九州市小倉南区北方 4-2-1（北方キャンパス 2号館 1階）

 Open / 10:00-18:00（月～金）

 ［Tel］ 093-964-4092 ［Fax］ 093-964-4088

 ［Mail］ info421@kitakyu-u.ac.jp

 ［Web & Facebook］
検索421Lab.

詳しい情報やその他の活動は 421Lab. まで !
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《プロフィール》

地域創生学群 1年

今年度から 421Lab. で運営スタッフの

広報班として日々活動している。趣味

はカラオケ。好きな食べ物はうめくら

げ。最近のマイブームは「朝、踊る大

捜査線のテーマを聞きつつ、踊る大捜

査線のオープニングごっこをしながら

大学に行くこと。」帰りはしない。

初めて『Lab.Times』の編集長という大役を務める事となり、不安な気持ちもあ

りましたが、先輩方からアドバイスをいただきながら、なんとか 11 月号を発行

することができました。取材に協力してくださった方々、一緒に『Lab.Times』

を作ったメンバー、そして手に取り、読んで下さった皆様に心から感謝致します。

ありがとうございました。

《 編集者 : 下田・佐藤・平・植山・清水 》

　

Information 体験記

【活動日時】12 月 23 日 ( 祝・水 ) 12:00~

【申込〆切】11 月下旬

【活動内容】ウェルとばたで行われるコンサート

の会場設営、受付、ドアマン等をします。音楽が

好きな方におすすめです。

　10 月 18 日 ( 日 )、第３回こくらハロウィン 2015 が小倉駅

の JAM 広場等で開催されました。このイベントは市民と一

緒にまち全体を盛り上げることで、小倉都心部の賑わいの創

出や商店街の活性化、親子のふれあいの場の提供、サブカル

チャーの拠点化などを推進しようとするものです。

　午前中、私たちは仮装コンテストを終えた子どもたちの誘

導を行いました。親御さんがこの日のために作った衣装を身

にまとい、嬉しそうに歩いていた子ども達の可愛さがとても

印象に残っています。午後は、一般・企業の部のハロウィン

パレードの整理を行いました。一般の部で参加されていた方

の衣装やメイクのクオリティの高さには大変驚かされました。

　パレードでは、参加者も見物者もそれぞれが思い思いに楽

しんでおり、多くの笑顔が小倉のまちに溢れていました。こ

のイベントを通して、親子や仲間で楽しい時間を過ごす機会

を提供できたのではないかと思います。( 法学部１年：植山 ) 

編   集   後   記

アコルデ マンドリンオーケストラ 生き生き子供講座
【活動日時】12 月 12 日 ( 土 ) 9:30~12:30

【申込〆切】未定

【活動内容】北方市民センターで子ども達と一緒 

にタペストリー作りをします。子ども達と関わる

ことが好きな方におすすめです。
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COOL KITAKYU!! 

小学生の大学訪問 !

　10 月 24 日 ( 土 )、北九州市立大学にて「発見 ! COOL KITAKYU!」という番組の公開

収録がありました。この番組は北九州市立大学創立 70 周年プレイベントと して NHK 

北九州放送局とのコラボ企画で行われました。 学生の視点で発見した「COOL でカッ

コイイ」と思う北九州の魅力を英語で発表し、コンテスト形式で競い合うというもの

です。421Lab. からは「エコスタイルカフェ」「YAHATA    HAHAHA!  PROJECT」が出

場しました。

　エコスタイルカフェは「cool citizen of Kitakyushu - 北九州の市民の力 -」、 YAHATA 

HAHAHA! PROJECT は「HAHAHA! LINKS YAHATA WITH THE WORLD  - YAHATA の 

HAHAHA が世界をつなぐ -」というテーマでプレゼンを行いました。動画を使用した

り、オリジナルヒーローを登場させたりと、両チームともさまざまなパフォーマン

スを行っていました。審査の結果、 YAHATA HAHAHA! PROJECT が 2 位にあたる審

査員特別賞を受賞し、トロフィーが授与されました。

　このイベントでは、学生が北九州の魅力を訴えていくことで、周りを引き込む、

特に市民の人を巻き込むことができたのではないかと思います。各プロジェクトの

活動がこれからも北九州の魅力をどんどん発信して、地域の方々を巻き込んでいけ

るような活動になれば嬉しいです。（記者 : 佐藤）

　　　↑審査員特別賞を受賞した
YAHATA HAHAHA! PROJECT のメンバー

↑発表の練習をするエコスタイルカフェのメンバー

学生運営スタッフ

YAHATA HAHAHA! PROJECT
　　エコスタイルカフェ

↑キャンパスツアーの様子

↓パワーポイントを使ってのプレゼンの様子
　10 月 21 日 ( 水 ) に徳力小学校 6 年生のみなさんが北九州市立大学の見学に訪

れました。この活動は、小学生の進路学習の一環として大学を少しでも知って

もらおうと毎年企画されているものです。今年は 421Lab. の学生運営スタッフ

と東日本大震災関連プロジェクトのメンバーが大学紹介のプレゼンとキャンパ

スツアーを行いました。 

　大学紹介のプレゼンでは、大学と徳力小学校の違いを比較したり、大学で学

べることを英語やドイツ語、朝鮮語などを話して紹介したりしました。様々な

言語で話す大学生に、子ども達は「すごい !」と歓声をあげていました。

　次に行ったキャンパスツアーでは、本館 13 階や図書館、食堂、体育館など、様々

な場所を紹介しました。今まで見たことのない大学の様子に子ども達が驚いてくれ

て、紹介していた私達も嬉しくなりました。 「将来は北九大に通いたい。」と言って

くれた小学生もいて、大学の魅力を伝えることができたのではないかと思います。 

　来年もまたこのイベントは行われると思います。今回の経験を踏まえ、来年も子

ども達の印象に残る大学訪問にできるよう、また頑張っていこうと思います。

( 記者 : 下田 )

東日本大震災関連プロジェクト
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防犯・防災プロジェクト〔MATE’ s〕
 自分の安全は 自分で守る

　10 月 15 日 ( 木 )、小学生を対象とした「地域安全マップ

作り」が到津小学校で行われました。「地域安全マップ作り」

とは「防犯・防災プロジェクト」の主な活動の 1 つで、児

童とプロジェクトメンバーがまちあるきをして小学校周辺

地域の安全マップを作成する活動です。小学校周辺の安全

や危険を示すことだけでなく、児童たちに事前学習やフィー

ルドワークを行ってもらうことで、どんな場所が危険なの

かを見分ける力を身に付けてもらおうとするものです。今

回の取材では、当プロジェクトのリーダーである法学部３

年生の佐々木朝香さんに、到津小学校での地域安全マップ

作成時の様子を伺いました。

　地域安全マップ作成の当日は、421Lab. のプロジェクトメ
ンバー 6 人と 44 人の
児童が参加したそうで
す。最初に地域安全
マップ作成時の事前学
習や自己紹介を通して
小学生とメンバーの仲
を深め、そのあと実際
に外に出て、危険な場

所を探す為のまちあるきを行いました。子どもたちは 1 時間

という短い時間の中でも熱心にこの活動に取り組んでくれ、

自ら「ここの辺りは危ない」などと気付いてくれる児童もた

くさんいました。プロジェクトメンバーも積極的に児童たち

に質問したり話しかけたりすることで、児童たちの緊張も和

らいでいったそうです。戻ってからはいよいよ安全マップの

作成です。安全マップは、まちあるきで学んだことを活かし

て児童たちが作成していきました。そして最後に班ごとに作

成したマップを発表して、さらに理解を深めていきました。

　佐々木さんは取材終了時に、「安全マップ作りを通して児童

たちが自ら危険な場所に気付いてくれて良かった。しかし自

分たち学生だけでは、このような活動はできない。地域や市役所、

警察の方々や他の大学の

先生方や学生の支えが

あって、この活動は成り

立っているという事を忘

れずに、これからも活動

していきたい。」と語っ

てくれました。

( 記者 : 清水 )↑作成したマップを発表する児童 ↑今後の展望について熱く語る PJ リーダー
　の佐々木さん

 　  犯・防災プロジェクトとは、
北九大生や周辺の地域の方々の
「防犯・防災」意識の向上を目指
すプロジェクトです。警察や市役
所の方、町内の方々のご協力のも
と、防犯チラシ配り、市内一斉パ
トロール、地域安全マップ作り、
地区防災会議や災害ボランティア
講座への参加などの活動を行って
います。そして今回は、当プロジェ
クトの主な活動の一つである「地
域安全マップ作り」を行いました。

防


